
 

第 1787回 例会 2026・3・3          ﾆｺﾆｺ 24，000 累計 489，000 円 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長の時間        内野 忍 

 

皆さんこんにちは。 

衆議院議員選挙の投開票が8日に行われましたが、

本日お越し頂きました柴山議員が見事に9期目の当

選を果たされたと言う事で、皆さんホッとしている

のではないかとおもいます。 

今回 3人も立候補されたと言う事で、票が割れる

のではないかと思われたのですが、8 時の投票締め

切り、開票早々に当確が出ると言う位の圧勝をされ

たという事で、まずもっておめでとうございます。 

柴山議員にはこれからも日本の為、それ以上に地 

 

 

 

 

元の為に頑張って頂きたいと思います。 

さて、2 月のﾛｰﾀﾘｰ月間のﾃｰﾏは平和構築と紛争予

防ということで、ﾛｰﾀﾘｰにおける平和構築とは何か

という事を少し調べたのですが、平和の推進におけ

るﾛｰﾀﾘｰの 4つの役割というものがあるそうです。 

一つ目は実践者として、疾病との闘い、水と衛生、

母子の健康、教育の支援、地域経済の発展といった

分野でのﾛｰﾀﾘｰ活動は、平和な社会への最適な条件

を作り出します。 

二つ目は教育者として、ﾛｰﾀﾘｰｾﾝﾀｰは効果的な平

和の推進者となる 1800 人の平和ﾌｪﾛｰを育成してき

ました。卒業したﾌｪﾛｰは、政府、教育、国際機関な

どで平和分野のｷｬﾘｱを築いています。 

三つめは調停者として、ﾛｰﾀﾘｰ会員は、ﾎﾟﾘｵの脅威

にさらされた地域のすべての子供にﾜｸﾁﾝを投与す

るために、紛争地域における人道的停戦の交渉を行

ってきました。 

四つ目は提唱者として、ﾛｰﾀﾘｰ会員は、平和構築や

紛争後の復興ﾌﾟﾛｾｽに積極的にかかわり、重要な役

■出席報告 

月 日 2/17 

会員数 40 

出席者 31 

入会者数 0 

退会者数 0 
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例 会 当 番 記 念 祝 福 卓      話 

3/3  卓話 会員 堀江 大 

3/10 例会振替 企業見学 

   山梨ﾘﾆｱ見学ｾﾝﾀｰ 

3/17 例会取り消し 

3/24 （株）ﾌﾘｰﾃﾞﾝ小俣勝彦様 

＊３月会員誕生 

須澤 一男 木下 精基 

＊３月ご夫人誕生 

室伏智恵子 大舘 敦子 

内野 希 

   



割を果たしています。 

という事ですが、なかなか一ｸﾗﾌﾞ、一会員としては

ﾊｰﾄﾞﾙの高い役割ですが、このﾛｰﾀﾘｰのﾋﾞｼﾞｮﾝを皆さん

が共有することが大切なのではないかと思います。 

紛争予防については国対国の交渉ごとになると

思うので、柴山議員やほかの政治家の方たちに任せ

て、我々は平和の祭典であるﾐﾗﾉｺﾙﾃｨﾅｵﾘﾝﾋﾟｯｸで日

本人選手だけでなく、世界各国の選手を応援し世界

平和に貢献していきましょう。 

 

 幹事報告         徳江 和宏 

       ｶﾞﾊﾞﾅｰ月信 １．２月合併号  

      「ｸﾗﾌﾞ活性化ｾﾐﾅｰ 2026」開催のご案内 

  4月 27日（月）～28日（火）ﾊﾟｼﾌｨｺ横浜 

       ﾊｲﾗｲﾄよねやま  Vol.311  

      「第 24回 RI台湾囲碁大会」のご案内 

  6月 14日～15日 会場 敏盛智医城 

       2026－27年度 会長ｴﾚｸﾄﾗｰﾆﾝｸﾞｾﾐﾅｰ開催 

  3月 28日（土）10；00～ ｶﾞｰﾃﾞﾝﾎﾃﾙ紫雲閣 

       「2026-2027学年度「米山記念奨学生 受け入

れのお願い」 

       米山記念奨学生 修了式 及び 歓送会のご案内 

       週報・・・・新所沢 RC 

 

ニコニコボックス      青木 芳憲 

内野 忍   本日の IM 例会 髙橋ｶﾞﾊﾞﾅｰ補佐実行

委員長の皆さん 宜しく御願いします。 

徳江 和弘  本日は宜しく御願いします。皆で IM を

成功させましょう。 

須澤 一男 柴山さん この度はおめでとうござい

ます。これからも身体に気を付けて頑

張ってください。 

鈴木 真澄 柴山さんこの度は当選おめでとうご

ざいます。お忙しいのに例会参加有難

うございます。 

深井紀美子 柴山様 おめでとうございます。頑張

ってください。お体 お気を付けて下

さい。 

木村 孝子 久し振りの例会、皆様にお会い出来て

嬉しいです。叉、柴山先生 当選おめ

でとうございます。心よりお祝い申し

上げます。 

石井 秀夫 柴山先生 当選おめでとうございます。

本日は有難うございます。IM 例会 

宜しく御願いします。 

内田 学   柴山先生、本日宜しく。台湾 吉安 RC

から、春節のお祝いのﾒｰﾙが来ました。 

髙橋 和男 柴山様 当選おめでとうございます。

また、本日と来週 IM 大変お忙しい

ところ有難うございます。会員の皆様

も来週の IM の成功の為、ご協力切に

お願い申し上げます。 

中 毅志  先週、先々週は色々な意味で有難うご

ざいました。2 月 25 日 IM ご協力を

宜しく御願いします。 

恒良 裕子 柴山様おめでとうございます。早速西

ﾛｰﾀﾘｰにお越し頂き有難うございます。 

鈴木 伴忠 柴山先生 本日は有難うございます。

当選おめでとうございます。 

青木 芳憲 本日宜しく御願いします。 

金岡 悟  本日の IM例会宜しく御願い致します。

また、来週当日も、ご協力宜しく御願

い致します。 

 

 職業奉仕委員長       和記 毅 

 3 月 10 日の企業見学には多数のご参加頂きまし

て、有難うございます。行程表におきまして、ﾊﾞｽ乗

り場の変更がございますので、連絡させて頂きます。 

  

所沢りそな銀行 →→ 所沢駅西口 ｴｽﾃｰﾄ白馬 

 JA 三ヶ島支店 →→  木下商興（会員 木下精基） 

お間違え無いよう宜しく御願い致します。 

 

 

        今日のｿﾝｸﾞリーダー         

 

社会奉仕委員長 恒良 裕子 



卓話  衆議院議員   柴山 昌彦様 

 

この度第 51 回衆議院総選挙にて 9 回目の当選を

果たすことが出来ましたしばやま昌彦です。多くの

皆様の期待に応えられるよう、謙虚に仕事で恩返し

してまいります。 

特に重要なことは国と地方が連携して課題解決

に取り組むことです。現場の声を大切に、地元の議

員と連携し、日本が一致団結して進むため全力で取

り組む決意です。引き続きのご指導ご鞭撻のほどよ

ろしくお願いいたします。 

 

       IM に向けて        

第 3 ｸﾞﾙｰﾌﾟ ｶﾞﾊﾞﾅｰ補佐 髙橋 和男様 

 

今月 25 日に開催いたします第 3 ｸﾞﾙｰﾌﾟＩＭにつ

いて、その歴史的背景、地区の流れ、そして今回

に込めた思いをお伝えいたします。 

＊ＩＭとは何か — ロータリーにおける位置づけ 

IM とは「Intercity Meeting」、日本語では「都市

連合会」と言います。同一グループが属する複数

クラブが一堂に会し、 

・学び ・語り合い・価値観を共有し ・親睦を深

める  地区行事の公式行事であります。これは

単なる合同例会ではありません。 

IM は、国際ﾛｰﾀﾘｰの地区活動の中で正式に位置づ

けられ、その開催はｶﾞﾊﾞﾅｰの専権事項とされてい

ます。 

・開催するかどうか。 ・どの形式で行うか。・ 

どのテーマを掲げるか。 それはｶﾞﾊﾞﾅｰの理念を 

反映する場でもあります。 形式は多様です。 

・ｾﾐﾅｰ形式・講演会形式・ﾊﾟﾈﾙﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ形式 ・ 

分科会形式 IM は、その年度のﾛｰﾀﾘｰ観が最も色 

濃く現 

れる場なのです。 

＊IGF・ICGF から IM へ — 歴史の流れ 

 かつては、  IGF （Intercity General Forum   

ICGF （Intercity Council General Forum） とい

う名称で開催されておりました。 

   IGF は、比較的「ﾌｫｰﾗﾑ」色が強く、討論や意

見交換を中心とする研究会的な性格を持っており

ました。 

   一方 ICGF は、会長・幹事など役員中心の協議

会的彩がやや強く、都市連合の会議的な役割を 担

う場であったとも言われております。 

  時代の流れの中で、それらが整理・統合され、 

現在の IM へと一本化されていきました。つまり 

IM は、単なる講演会ではなく、「ﾌｫｰﾗﾑの精神」と 

「連合会議の精神」の双方を受け継いでいる行事 

なのであります。討議中心の時代、 協議中心の時 

代を経て、現在の IM へと統合・発展しました。 

名称は変わっても本質は変わりません。ｸﾗﾌﾞの 

枠を超えた学びと友情。IM はﾛｰﾀﾘｰ文化そのもの 

であります。 

＊故坂口ガバナーの志 

  本来、この IM は坂口ｶﾞﾊﾞﾅｰのもと開催される 

はずでございました。 しかし、志半ばにして急 

逝されました。 故坂口ｶﾞﾊﾞﾅｰが掲げられたのは、 

「ｸﾗﾌﾞの独自性を尊重しながら、強いｸﾗﾌﾞをつく 

る」という理念でした。IM は、その実践の場であ 

ると確信しております。 

・他ｸﾗﾌﾞの刺激を受け、・自ｸﾗﾌﾞを見つめ直し、・

強くなる。その志は、今回の IM に受け継がれて

います。 

＊相原ガバナーのもとでの開催 

坂口ｶﾞﾊﾞﾅｰ急逝後、急遽、ｶﾞﾊﾞﾅｰであられた相 

原氏がｶﾞﾊﾞﾅｰに就任されました。25 日の IM は、

相原ｶﾞﾊﾞﾅｰのもとで開催されます。これは単なる

継続ではなく、故坂口ｶﾞﾊﾞﾅｰの理念を引き継ぎ、

相原ｶﾞﾊﾞﾅｰｶﾞ責任を持って地区を導かれる中での



IM であり、この重みを私たちはしっかりと受け止

めなければなりません。 

＊原島ガバナーエレクトと第 3Ｇ分割 

次年度より第 3 ｸﾞﾙｰﾌﾟは,第 3 ｸﾞﾙｰﾌﾟ西 第 3 

ｸﾞﾙｰﾌﾟ東に分かれます。さらに原島ｶﾞﾊﾞﾅｰｴﾚｸﾄ

は、IM 開催については各グループの判断に 

委ねる方針を示されています。つまり、10 クラブ 

体制での IM は今回が最後となります。IM という 

形式自体も転換期にあります。 

＊他地区ＩＭの具体例 

全国の地区では、IM は実に多様な形で行われてい 

ます。                                                   

例えば、 

・国際ﾛｰﾀﾘｰ第 2750 地区（東京）では、社会課題

をﾃｰﾏとした基調講演中心型 IM を実施。著名講師

による講演と、その後のﾊﾟﾈﾙﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝで理解を深

める構成です。 

・国際ﾛｰﾀﾘｰ第 2760 地区（愛知）では、地域防災

や危機管理をﾃｰﾏにした IM を開催。行政関係者を

招き、ﾛｰﾀﾘｰの社会的責任を議論する形式を採って

います。 

 他にも 

・「会員増強」をﾃｰﾏに、ｸﾗﾌﾞ成功事例のﾊﾟﾈﾙﾃﾞｨｽｶ

ｯｼｮﾝ形式で実施。 

・「職業奉仕」をﾃｰﾏに、外部講師による基調講演

とﾃｰﾌﾞﾙﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝを組み合わせた形式。 

・「若手会員育成」をﾃｰﾏに、ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ中心の参加

型形式。 

このように、IM は地区やグループの課題を映し出

す鏡でもあります。 単なる年中行事ではなく、そ

の年度の問題意識が色濃く反映される場なのであ

ります。また、形式は違っても共通点は「学び」

と「親睦」の両立です。それが IM の本質です。 

＊今回のテーマの思想性 

 今回のﾃｰﾏは「誰かのために生きる力～奉仕の理 

想が導く平和への道～」奉仕とはなにか。それ 

は、単なる善意ではなく、自らが責任 引き受 

け、誰かのために行動する力。故坂口ｶﾞﾊﾞﾅｰが 

目指された「強いｸﾗﾌﾞ」とは、この力を持つ会 

員が集うｸﾗﾌﾞではないでしょうか。その力が地 

域を守り社会を支え、やがて平和へとつながる。 

平和は理念です。しかし平和は、責任と覚悟なく 

して守れません。現実社会には緊張があります。 

・地域を守る意識。・国家を支える覚悟。その延長 

線上に平和がある。私はそう考えています。 

＊各クラブ活動発表 

 講演前には、各クラブの活動発表があります。

これは非常に重要な時間です。私たちは日頃、そ

れぞれのクラブの中で活動しております。 

 しかし他クラブの実践を知る機会は決して多く 

ありません。・活動の具体的な姿を共有するこ 

と。・成功例だけでなく、苦労や工夫を知ること。 

それが IM の価値であります。10 クラブ最後の共 

有の場として、是非誇りを持って発表して頂きた 

いと思います。ここに故坂口ガバナーの目指され 

た「強いクラブ」の姿があります。 

＊基調講演 

 講師は”髭の隊長”こと、佐藤正久氏。テーマは

「地域を守る力とは～地域と国家をつなぐ安全保

障の役割～」であります。 

 安全保障というと、どこか遠い国家レベルの話 

のように感じられるかもしれません。しかし本 

来、安全保障とは「守る力」であり、それは地域 

から始まります。災害・危機・国際情勢の変化― 

― そのすべては、最終的には地域社会の安定と 

直結しております。 

地域を守る力とは何か。国家とどうつながってい 

るのか。ロータリーが掲げる「平和」という理念 

と、現実の安全保障をどう結びつけるのか。以上 

の観点からも、大変示唆に富むご講演になるもの 

確信しております。 

＊親睦 — 親睦会の重要性 

 IM の目的には明確に「親睦」が含まれていま

す。今回の懇親会は単なる宴席ではありません。

それは、10 クラブ最後の交流の場であり、 

・故坂口ガバナーを偲ぶ。・相原ガバナーを称え

る・未来を語り合う。・心を通わせる。・横のつな

がりを強める。・席を越えて語り合う。・初めて話

す会員同士で笑い合う。・次年度以降も続く友情を

確認する。それがなければ、IM は完成しません。 

懇親会の成功こそ、IM 成功の証でもあります。 

＊結び 

・IGF から ICGF、そしてＩＭへ。・故坂口ｶﾞﾊﾞﾅｰ

の志。・相原ｶﾞﾊﾞﾅｰの決断。・原島ｶﾞﾊﾞﾅｰｴﾚｸトの方



針。・第 3 グループの分割。すべてが重なる歴史的

IM です。また、IM は、単なる地区行事ではな

く、ﾛｰﾀﾘｰの理念を再確認し、自らの在り方を問い

直し、そして未来へ進むための場であります。「誰

かのために生きる力」が、地域を支え、平和への

道を切り拓いて行く。そのことを皆さまと共有で

きれば幸いです。10 ｸﾗﾌﾞ最後の IM が誇りをもっ

て成功するよう皆さまのご参加とご協力を心より

お願い申し上げます。 

 

 

 

 

                   

 

   

    ｿﾝｸﾞリーダー      恒良 裕子            

       歓迎の言葉  所沢西ﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌﾞ  

第 41 代 会長 内野 忍      

 

皆様こんにちは。本日は所沢西ﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌﾞがﾎｽﾄ

となり開催いたします、IMにようこそお越しくだ

さいました。ご多忙の中、ご参加いただきまし

た、相原茂吉ｶﾞﾊﾞﾅｰをはじめ、お集まりいただき

ました 200名を超えるﾛｰﾀﾘｰ会員の皆様に所沢西ﾛｰ

ﾀﾘｰｸﾗﾌﾞを代表して、心より歓迎申し上げます。本

年度の RIのﾃｰﾏ「よいことのために手を取りあお

う」と本日の IMのﾃｰﾏである「誰かのために生き

る力～奉仕の理想が導く平和への道～」は、言葉

は違えど、ﾛｰﾀﾘｰの本質である「奉仕の理念」であ

ると思います。本日の IMは、10 ｸﾗﾌﾞが一堂に会す

る最後の IMとなります。が、この IMが地域を超

えたﾛｰﾀﾘｱﾝの団結をさらに深め、それぞれの地域

社会に実りある奉仕をもたらす為の素晴らしい機

会となることを確信しております。この、所沢の

地で、活発な議論と親睦の輪が広がることを願う

とともに、本日お集まり頂いた皆様の、ますます

のご健勝と、各の更なるご発展を祈念致しまし

て、歓迎の挨拶とさせて頂きます。本日は、どう

ぞ最後まで有意義なお時間をお過ごしください。 

2025-2026 年度 国際ﾛｰﾀﾘｰ第２５７０地区 

第 3 ｸﾞﾙｰﾌﾟ 都市連合会（IM） 

2026 年 2 月 25 日（水） 14；00 

会場；所沢市民文化ｾﾝﾀｰﾐｭｰｽﾞ 

 

 

 



  

       実行委員長挨拶 本橋 正夫 

  

       来賓挨拶 ｶﾞﾊﾞﾅｰ 相原 茂吉様 

   

       直前ｶﾞﾊﾞﾅｰ補佐 倉片 順司様へ感謝 

及び記念品贈呈

 

       次年度ｶﾞﾊﾞﾅｰ補佐            

西ｶﾞﾊﾞﾅｰ補佐 大河内 隆敞様               

東ｶﾞﾊﾞﾅｰ補佐  野藤 修三様 

       基調講演          

「地域を守る力とは 地域とは国家を  

つなぐ安全保障の役割」 

   元外務副大臣、元防衛大臣政務官 

「ヒゲの隊長」こと 佐藤 正久様 

 

 

 



       懇親会            

◎ 開会の言葉

第 3 ｸﾞﾙｰﾌﾟﾊﾟｽﾄｶﾞﾊﾞﾅｰ補佐  室伏 秀樹 

◎ 乾杯 

      

国際ﾛｰﾀﾘｰ 第２５７０地区 ﾊﾟｽﾄｶﾞﾊﾞﾅｰ  

水村 雅啓様  

 

 



 

       ロータリーソング 「手に手つないで」 

 

               

 

 

 

 

 

 

 

 

      2 月 21日（土）に開催されました、第

4 ｸﾞﾙｰﾌﾟのｲﾝﾀｰｼﾃｨ ﾐｰﾃﾝｸに出席なさいまし

た、髙橋 和男ｶﾞﾊﾞﾅｰ補佐に、お土産とし

て、能登より取り寄せられた乾物をいただ

きました。現地の味を感じて頂ける品で、

能登の思いと共に、ぜひご賞味いただけま

したら、幸いに存じます。 と、記載され

ていました。 

        

 

 

 

 


